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Abstract
In１９８５, the first dinosaur footprints in Japan were discovered from Nakasato village（now, a

part of Kanna town）, Gunma Prefecture. In１９８７, Nakasato Dinosaur Center was established in this
area for its local rejuvenation. Now, Kanna town is famous for an only occurrence of dinosaur fossils
in Kanto Region. Two experiential programs, Fossil-digging and Casting-fossil , have been held on
weekends in Dinosaur Center and are popular with family. The Fossil-digging-program at an outcrop
beside natural monument‘Sazanami-iwa’started in１９９９and has７，０００-８，０００participators from２００８
to ２０１２. The site exposes the Lower Cretaceous Sebayashi Formation, which yields a number of
brackish-water molluscs and plant fragments. The Casting-fossil-program is to make a fossil replica
with gypsum and is joined by over４，０００visitors in２０１２. Another program, Fossil-replica-digging-
program, is to dig replicas from an artificial desert and was occurred as a special event in２０１１. Most
participators in digging fossil are composed of children and its parents, while those in digging fossil
replica are occupied by almost children. In Kanna town, there are several important fossil sites ,
where need to be protected by law in future . Dinosaur Center is active as a local rejuvenated
institution in close collaboration with the town.

Key words : Casting-fossil-program, conservation of fossil-bearing outcrops, Fossil-digging-program,
Fossil-replica-digging-program, Kanna Dinosaur Center, local rejuvenation,
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要旨
昭和６０年，群馬県中里村（現在の神流町）から日本で最初の恐竜の足跡化石が発見され，昭和６２年，
恐竜を中心とした地域活性化を目的に中里村恐竜センターが建設された．現在，神流町は関東地方で唯
一の恐竜化石産地として有名である．恐竜センターでは土日祝日を中心に化石発掘と化石レプリカ作製
の２つの体験プログラムが行なわれており，家族連れに人気がある．天然記念物の漣岩付近の露頭での
化石発掘体験は平成１１年に開始され，平成１９年から平成２４年は７，０００～８，０００人が参加している．その露
頭には下部白亜系の瀬林層が露出し，汽水生軟体動物と植物の化石が多く産出する．化石レプリカ作製
体験は石膏を用いて化石のレプリカをつくる体験で，平成２４年には４，０００人以上が参加している．平成
２３年に特別体験イベントとして化石レプリカ発掘体験を実施した．これは人工の砂漠から化石のレプリ
カを発掘する体験で，手軽に砂漠での発掘気分が味わえるものであった．化石発掘体験の参加者の多く
は子供たちとその親で構成される一方で，化石レプリカ発掘体験の参加者はほとんどが子供たちで占め
られる．神流町には将来的には条例で保護される必要がある重要な化石産地がいくつかある．恐竜セン
ターは地域活性化施設として，町民と密接な関わりをもちながら活動を行なっている．

キーワード：神流町恐竜センター，化石産出露頭の保護，化石発掘体験，化石レプリカ作製体験，
化石レプリカ発掘体験，瀬林の漣痕，地域活性化
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１．はじめに
長野県佐久市から群馬県多野郡を経て埼玉県小鹿野
町に帯状に分布する下部白亜系は，Harada（１８９０）
やYokoyama（１８９０）によって報告され，これまでに
多くの地質学的及び古生物学的研究がなされてきた
（武井，１９６３；Matsukawa，１９８３；小泉，１９９１）．か
つてはその窪んだ地形から“山中地溝帯”と呼ばれた
が，現在では山中層群として定義され，テクトニクス
や地質年代，古環境などの観点で多くの議論がなされ
ている（Ichise，２００８；寺部・松岡，２００９；松川・冨
島，２００９）．群馬県の南西部に位置する多野郡神流町
は山中層群の分布域として知られ，関東地方で唯一恐
竜化石が産出する場所であり，そこには神流町恐竜セ
ンター（以下，恐竜センター）が設置されている
（Hasegawa et al ., １９９９，２００３；佐藤ほか，２００８；
Molnar et al .,２００９）（図１A）．昭和６２年の建設以降，
恐竜センターは資料展示室や売店，食堂，農林産物処
理加工施設，キャンプ場などを併設し，地域活性化施
設としての運営を続けてきた．平成１１年度から化石発
掘体験，平成２２年度から化石レプリカ作製体験を定期
的に実施し，今や当センターの特徴のひとつとなって
いる．山村過疎地域ということもあり，その活動には
町民が深く関わっていて，恐竜センターで働いたり，
それを利用したイベントや教育が行なわれたりしてい
る．一方で，町内に分布する化石産出露頭では風化の
進行や一部のマナー違反者による横行が認められる．
本稿では恐竜センターの沿革や組織について紹介する
とともに，シンポジウムに関連して，当地域がジオ
パーク認定を受けてはいないがジオパークの活動に類
似する部分，特に神流町内に露出する化石産出露頭を
活用した化石発掘体験をはじめとする体験プログラム
や化石産出露頭の保護活動，恐竜センターと町民との
関わりなどについて紹介する．

２．恐竜センターの概要と沿革
昭和６０年，群馬県多野郡中里村（現在の神流町）か
ら日本で初めてとなる恐竜の足跡化石が報告された
（Matsukawa and Obata，１９８５）（図１B）．当時，人
口わずか１，４９８人の小さな村に３万人以上の観光客が
訪れ，村全体が恐竜を中心とした村おこしを計画する
発端となった．一方，昭和５９年には同村から日本で３
番目となる恐竜化石である“サンチュウリュウ”の胴
椎骨がすでに報告されていた（長谷川ほか，１９８４；
Hasegawa et al .,１９９９；図１C）．
これらの発見を機に昭和６２年，中里村は当時として
は独創的な村おこしといえる「恐竜王国」を建国し，
その国王として村長が就任し，役場や学校関係者に各
大臣の役職を与えた．また，「恐竜王国」の中心施設
として恐竜センターを開館した．当時の代表的な展示
物として，足跡化石関連の資料や山中層群の動植物化
石，つくば万博に展示されていたアロサウルスのロ
ボットなどが見られ，年間４万７千人以上の来館者が
あった（小畠・松川，１９９０）．その後も同村で唯一の
集客施設として新規展示物の導入を行ない，平成９年
度までの多くの年度で３万５千人以上の年間来館者数
を維持してきた．一方，昭和６３年度，恐竜センター敷
地内には恐竜グッズをはじめ，地元の農作物や民芸品
を扱う売店や食堂，町内外のスポーツ団体を受け入れ
る体育館（ふるさと交流室）が建設され，さらに，平
成６年度には同センター付近の川沿いに，バンガロー
やテントサイトを含むキャンプ場が整備された（図１
A）．これにより，恐竜センターは複合的な観光施設
として運営していくこととなった．
“サンチュウリュウ”が海を隔てたモンゴル国に棲
息していた獣脚類オルニトミモサウルス類と類似する
ことから，当時の両者は陸続きで恐竜同士の往来が
あったとする学説（Matsukawa and Obata，１９９４）
が発表されたことをきっかけとして，中里村はモンゴ
ル国と恐竜を中心とした国際交流を開始し，平成８年
度と９年度には同国から発見された未培出標本の培出
作業を中里村で行ない，骨格標本を製作して展示する
事業を行なった．作業対象標本の中には世界的に貴重
な格闘恐竜（肉食恐竜ヴェロキラプトルと植物食恐竜
プロトケラトプス）も含まれていた（図２A）．この
事業の成果として，同村において「モンゴル恐竜化石
特別展」を２年間に亘って開催した（小畠・松
川，１９９６）．さらに会期終了後は，モンゴル国の恐竜
骨格標本を富山県大山町（現在の富山市）や熊本県御
所浦町（現在の天草市）などに巡回展示した．現在，
恐竜センターの別館２階には，この間に製作された複
製標本が展示されている（図２B）．平成１１年度には
同センター周辺の再整備がなされ，農林産物処理加工
施設の建設とキャンプ場におけるバンガローの新築工
事が行なわれた．平成１４年度，開館当初から設置され
ていたアロサウルスのロボットに代わり，モンゴル産

図１．恐竜センターと町内産の恐竜化石．A．資料展示室や売
店，食堂，農林産物処理加工施設が併設された恐竜セン
ター，B．「瀬林の漣痕」に残る恐竜の足跡化石，C．
“サンチュウリュウ”の胴椎骨のレプリカ．
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図２．モンゴル恐竜のレプリカ製作の様子と恐竜センターの展
示．A．格闘恐竜（ヴェロキラプトルとプロトケラトプ
ス）のレプリカ製作の様子，B．恐竜センター別館２階
に展示されているタルボサウルスの骨格標本，C．ティ
ラノサウルスの産状骨格，D．恐竜展２０１１の展示会場の
様子．

の恐竜を主体とした「ライブシアター～よみがえる恐
竜たち～」を新設した．平成２１年度には，野外にティ
ラノサウルス産状骨格を設置し，恐竜センター別館の
展示物の一部更新を行なった（図２C）．主な変更点
は，別館１階に「神流町の化石」の展示室を新規開設
するとともに，別館２階と３階にモンゴル国の恐竜や
中国の羽毛恐竜の標本を追加展示した．平成２３年度に
は，「モンゴル恐竜化石特別展」以来となる第２回企
画展「恐竜展２０１１～神流町に巨大恐竜がやってき
た～」を開催した（久保田，２０１１）（図２D）．

昭和６２年度の開館時，恐竜センターの所属は教育委
員会ではなく経済課であり，その予算も独立採算を基
本とする地域活性化施設特別会計として編成された．
担当者として，一般行政職員１名があてられ，実質的
な運営は町内から雇用された臨時職員が行なってき
た．資料展示等の専門的な部分は外部の専門家を顧問
として，その監修を受けてきたが，顧問制度は少なく
とも最近１０年間は廃止されている．平成１５年４月，中
里村と万場町が合併し神流町となり，恐竜センターの
所属は産業振興課となった．予算は中里村時代の地域
活性化施設特別会計の性質を引き継いだ．担当者は一
般行政職員２名体制となったが，常勤の専門家の不在
は展示資料更新の滞りを招き，初期の展示資料追加を
除いて，平成１９年度以前に行なわれた展示事業は，平
成８年度と９年度のモンゴル国のバルスボルド博士監
修の「モンゴル恐竜化石特別展」と外部に監修を依頼
した平成１４年度の「ライブシアター」設置のみであ
る．平成２０年度以降，大学院で地質学及び古脊椎動物
学を専攻した職員の加入により，展示資料の更新や体
験プログラムの充実，解説員の設置，恐竜フィギュア

の開発など各事業において改善が図られた．
平成２５年度の体制は一般行政職員１名と学芸員２名
（いずれも正職員）に加え，臨時職員１５名（事務３
名，食堂３名，レプリカ作製体験指導１名，PR活動
２名，解説２名，模型製作３名，食品加工１名），非
常勤職員１３名（食堂６名，体験指導４名，キャンプ場
２名，その他１名）である．ここで言う臨時職員とは
社会保険に加入し，毎月２０日勤務するもので，非常勤
職員は社会保険には加入せず，恐竜センターの必要に
応じて出勤するもののことを指す．日本の学芸員とは
展示や普及事業を主として，必要に応じて広報や館外
連携などを担うのが一般的であるが，恐竜センターで
はこれらに加えて，売店や食堂，キャンプ場の管理全
般，ホームページ運営，イベント運営など恐竜セン
ターが係わる全ての業務を学芸員が主として担当して
いる．

３．体験プログラム
恐竜センターでは基本的に３歳以上の方を対象とし
て，化石発掘と化石レプリカ作製の体験プログラムを
開催している．ただし，未就学児から小学校低学年の
方が単独で各体験に参加することは作業工程上困難で
あることから，大人が一緒に参加もしくは付き添うこ
とを推奨している（推奨であり必須条件ではない）．
化石発掘体験は化石が実際にはどのようにして発見さ
れるのかを，化石レプリカ作製体験はセンター内に展
示されている化石のレプリカがどのようにして作製さ
れるのかを，それぞれ体験してもらうことを目的とし
ている．少なくとも平成２０年度以降，両体験の広報は
旅行雑誌やホームページ，ブログ等を中心に行なって
おり，マスコミ独自の取材を除いて，その広報手段と
頻度はほぼ同じであった．平成２２年度より町外での出
張 PRイベントを開催するようになり，その会場では
化石発掘体験でみつかる化石の展示や化石レプリカ作
製体験も行なった．平成２３年度には第２回企画展の特
別体験イベントして，化石レプリカ発掘体験を実施し
た．参加条件は他の２つの体験と同様である．この体
験は恐竜センターの特色のひとつであるモンゴル国で
の発掘に基づいたもので，化石が砂漠でどのようにし
て発掘されるのかを体験してもらうことを目的とし
た．本体験単独の広報は行なわなかったが，企画展に
付随する形でホームページやブログを中心に広報を行
なった．ここでは，これらの運営方法や実施状況，結
果，課題等について述べる．
１）化石発掘体験
化石発掘体験は恐竜の足跡化石が報告された露頭

さざなみいわ

（通称，漣 岩）付近の河原に設置した化石発掘体験
地で，４月下旬から１１月末までの土日祝日を中心に開
催しており，冬季は現地凍結のため休止している．国
内では化石発掘体験を開催している施設がいくつかあ
るが，その実施方法は大きく２つに分けられる．１つ
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は化石が含まれる岩石を露頭から施設へと運搬し体験
を実施する方法で，例として天草市立御所浦白亜紀資
料館や白山恐竜パーク白峰などが挙げられる．もう１
つは化石が産出する露頭で体験を実施する方法で，い
わき市アンモナイトセンターの例があり，恐竜セン
ターでは後者の方法をとっている．
神流町の化石発掘体験地には下部白亜系の山中層群
瀬林層下部が露出し，主に汽水生二枚貝（Hayamina

sp.，Tetoria sp.，Costocyrena sp.など）や巻貝（Cassiope

sp.，Tylostoma sp.），植物を産する．稀にスナモグリ
や魚類が含まれることがある．参加希望者には事前に
電子メールもしくは電話で恐竜センターに予約しても
らい，当日は化石発掘体験地に集合する方法をとって
いる．本体験は開始時間を１０時，１１時，１３時，１４
時，１５時（１１月を除く）とし，１０時，１３時，１４時の場
合は１時間コースと２時間コースを選択でき，その他
は１時間コースとなる．体験地の参加定員は約４０名と
し，それには付き添いは含まれていない．発掘道具と
してピックハンマーとタガネは用意してあるので，参
加者には軍手もしくはゴム手袋と採集した化石を入れ
るビニール袋，雨天の際はレインコートも持参してい
ただいている．
開始時間になると，恐竜センターの学芸員もしくは

その指導を受けたものが現地の指導員として道具の使
用方法や化石の採集方法について５分程度の説明を行
なう（図３A）．本体験地は急傾斜した砂岩と泥岩か
らなる地層の上に，それらの転石が散乱している．こ
こでの化石を採集する方法は大きく２つに分けられ
る．１つは表面にある転石から化石を探す方法であ
る．地層面上に散乱した転石は前回までの参加者が地
層から割り出したものであるが，見落としがあるた
め，断片的な化石が含まれていることが多い．稀な例
では転石に混じってほぼ完全な形をした二枚貝や巻貝
が遊離した状態で見つかることもある．もう１つの方
法は，転石を取り除き，その下にある地層をタガネで
割り，化石を採集する方法である．化石採集において
は一般的な方法であるが，参加者の多くが石を割る経
験を持たないため，この方法を選択する参加者は全体
の１割程度である．本体験地では化石の多くが黒色泥
岩に含まれることから，指導員は参加者に「黒い石を
探してください」と，サンプルを提示しながら伝えて
いる．一通りの説明を終えると，参加者には化石発掘
体験地内で自由に化石採集を行なってもらい，化石の
可能性があるものを発見した場合や不明な点がある場
合には指導員が個別に対応している．
体験を開始すると，参加者の興味は黒色泥岩の見分
け方に集中するが，「黒色」の認識には個人差が大き
く，対象とする岩石を見分けられるようになるまで時
間を要する場合が多い．しかし，概ね２０分を過ぎるこ
ろには多くの参加者は目が慣れるとともに，化石の破
片を見つけ始める．一方で，タガネで地層を割ってい
た参加者もいくつかの保存状態の良い化石を発見する
ようになる．特に Hayamina sp.や Costocyrena sp.は密
集して産出する場合が多いため，多くの標本を採集す
る家族もみられる（図３B）．一方，本体験地から産
出する植物化石の多くは密集し炭化した状態であるた
め，個々の形状を認識できる場合は稀であるが，産出
量が多く，光沢があり目立つことから，比較的早い段
階で採集することができる．このように化石を採集で
きるグループがいる一方で，開始数分で飽きてしまう
参加者や体験時間内に化石を見つけることができない
参加者がいる場合もある．
ここで年度毎の化石発掘体験の参加者数を図４A
に示す．本体験は平成１１年度に開始し，参加者数は年
間で１，６５７人であった．平成１２年度から１５年度まで，
参加者は恐竜センターの入館者数に比例して増加して
いた．しかし，平成１６年度の参加者数は平成１５年度比
で５８％増であった一方で，入館者数は１７％減であっ
た．平成１７年度から１９年度まで参加者数は急激に増加
し，平成１９年度は平成１７年度比で１１６％増となった．
平成１９年度から２４年度まで，参加者数は横這いで，入
館者数との相関は見られず７，０００～８，０００人を緩やかに
変化した．この原因として，人気があるゴールデン
ウィークや夏休み期間中は常に満員となり，一方で梅

図３．恐竜センターで実施している体験プログラム．A．指導
員による化石発掘体験の事前説明，B．参加者が採集し
た汽水生二枚貝 Hayamina sp.，C．化石レプリカ作製
体験で使用している２つ割り型，D．化石レプリカ作製
体験の様子，E．タルボサウルスの頭骨（左上；モンゴ
ル科学アカデミー古生物センター所蔵）と，フィギュア
作製体験のタルボサウルスの石膏キャスト（右下），
F．化石レプリカ発掘体験の様子．
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図４．A．化石発掘体験の参加者数（折れ線グラフ）と恐竜セ
ンター入館者数（棒グラフ）（平成１１年度～２４年度）．
B．化石レプリカ作製体験の参加者数（折れ線グラフ）
と恐竜センター入館者数（棒グラフ）（平成１５年度～２４
年度）．化石発掘体験（黒），化石レプリカ作製体験（濃
灰），化石レプリカ発掘体験（淡灰）の年齢層の比較
（C．平成２２年５月１日～１１月２３日；D．平成２３年４月
３０日～９月２日；E．平成２３年４月３０日～１１月２７日；
F．平成２４年４月２８日～１１月２５日）．C，E，Fは化石発
掘体験と化石レプリカ作製体験の比較，Dは３体験同時
開催期間のもの．

雨や晩秋では天候や低温が影響し参加者数は伸び悩む
状況が続いていることが挙げられる．平成２４年度は一
般参加者向け６９日間，団体向け３２日間実施し，特に
ゴールデンウィークや夏休み期間中は本体験をほぼ毎
日開催した．

化石発掘体験に係わる課題として，次の事項が挙げ
られる．すなわち，１）指導員の不足，２）参加者が
化石を見つけられるか否かという点である．平成２５年
度は指導員として常勤の学芸員２名と非常勤職員２名
が担当している．「恐竜センターの概要と沿革」の章
で述べたように，学芸員の業務は多岐に亘るため，化
石発掘の体験指導に十分な時間を割くことは難しい状
況にある．一方，非常勤職員は２名とも町外在住者で
あることから，通勤時間等を考慮すると，繁忙期であ
る夏休み期間の連続出勤や団体のスケジュールに合わ
せた短時間の出勤は難しい状況にある．このことか
ら，体験指導専任の正職員もしくは臨時職員の育成が
急務であるといえる．参加者に正確な情報を伝えるた
めにも，化石同定と地質学の基礎を学んだ学士以上の
人材が必要と考える．しかし，地理的・財政的な問題
から適任者を雇用しにくい状況にある．また，各大学
において野外調査を行なう学生が激減している現状も

少なからず本課題と関係しているのかもしれない．
もう１点は参加者が化石を見つけられるか否かにつ
いてである．予約時に「化石を見つけられる可能性は
何％ですか」と質問を受けることが多い．実際には全
員が同じ場所で同じ道具を使って発掘を行なうため，
化石を見つけられる可能性は同じだが，結果として，
見つけた化石の数や質に大きな差が生まれることが多
い．その要因として，本体験への参加回数の違いや化
石を探すことへの集中力の持続性の違いが挙げられる
であろう．前者について，残念ながら統計的なデータ
は取っていないが，複数回参加している“経験者”の
家族は，すでに黒色泥岩の見分け方や岩石の割り方な
どを身につけているため，すぐに化石採集に取り掛か
ることができているようである．一方，後者について
は個人差が大きく，特に子供の場合はその影響が顕著
に現れやすいと考えられる．筆者が指導員として見て
いた限りでは，子供たちだけが体験に参加している家
族と，家族全員で参加もしくは子供たちの近くで親が
手伝う家族では，後者の方が多くの化石を見つけてい
るように思える．おそらく両親が子供たちに助言した
り作業を手伝ったりすることが子供たちの集中力を持
続させることにつながっているのであろう．これとは
逆に，子供たちが活発であることが両親に影響し，よ
り積極的に子供たちの手伝いをするといった効果が表
れる場合も見受けられる．
２）化石レプリカ作製体験
化石レプリカ作製体験は恐竜センター内の体験学習
室で，土日祝日を中心に通年で開催している．体験学
習室が恐竜センター内にあるため，参加には別途入館
料を必要とする．本体験では事前に化石をシリコンで
型抜きをして，その背面を石膏で作製した２つ割り型
を採用している（図３C）．当初，注入式の型に樹脂
を流し込む方法を採用していたが，有機溶剤マスクを
用いたり，その他の健康面での不安もあったりしたこ
とから，石膏を使用したより安全な方法へと変更し
た．
本体験は開始時間を１０時，１１時，１３時，１４時，１５時
で，１回の定員を２０－３０名としている．なお，本体験
は途中参加が難しく遅刻者に対して対応ができないた
め，事前予約制ではなく当日の先着順としている．後
に示すように，作製できるレプリカの種類は平成２５年
１１月現在では恐竜の歯やアンモナイトなど８種類であ
る．本体験で使用する道具は恐竜センターが全て準備
している．
会場には事前に体験で使用する石膏，紙コップに
入った水，スプーンが用意されている．受付時に体験
者は製作したいレプリカの種類を選び，その型を渡さ
れる．開始時間になると，指導員が使用する道具と作
業の流れについて説明し，その後，参加者が順次作業
を行なっていく（図３D）．作業の流れとして，水に
溶いた石膏を両方の型に流し込んで，石膏が垂れない
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くらいの状態になったら，両方の型を合わせて石膏の
硬化を待つ．約１５分後，型を順序どおりに外していく
と，レプリカを取り出すことができる．作業の難易度
はあまり高くないので，石膏を隅々まで流し込むこ
と，型同士をしっかりと合わせること，丁寧に型を開
けていくことの３点を守ると多くの方がレプリカ作製
に成功することができる．
本体験は当初，指導員の不足から，一般来館者向け
ではなく予約団体専用の体験プログラムとして実施し
ていた．作製できるレプリカの種類もアンモナイト
（径４．２cm）やスピノサウルスの歯（４．５cm），モサ
サウルスの歯（３．５cm）など比較的小さく，一般に販
売しているものが多かった．参加者数は平成１５年度で
２６６人であったが，平成１８年には１，７７７人に達し，平成
２１年度までは２，０００－２，２００人を推移した（図４B）．
平成２２年度からは本体験の指導員を増員できたことか
ら，現在のように一般来館者に対して実施を始めると
ともに，前述した出張 PRイベントでの広報を開始し
たところ，参加者数は３，６８９人に達し，平成２３年度に
は４，６１６人，平成２４年度には４，５１０人となった（平成２４
年度の減少は後述するフィギュア作製体験による）．
平成２２年度以降，作製できるレプリカの種類も順次追
加し，ギガノトサウルスの歯（８．７cm），スピノサウ
ルスの歯（６．８cm），アンモナイト（径５．１cm），三葉
虫（４．３cm）などが加わり，平成２５年１１月現在では８
種類の中から選択できるようになった．レプリカの中
には化石発掘体験地から発見された巻貝のカシオペ・
オガイイ（Cassiope ogaii）があり，神流町特有のも
のとして人気のレプリカのひとつとなっている．本体
験の指導は化石発掘体験とは異なり，比較的技術を習
得しやすいことから，平成２５年度は常勤と非常勤の職
員を合わせて７名の指導員を確保できており，ほとん
どの土日祝日に本体験を開催している．
一般来館者向けに化石レプリカ作製体験を開催でき
たことで，本体験に関するより多くの意見を得られる
ようになった．その中にはティラノサウルスの歯やツ
メなどを作製したいとの意見もあったが，興味深かっ
たのが恐竜の頭骨を作製したいというものであった．
そこで，北海道大学総合博物館の小林准教授とモンゴ
ル科学アカデミー古生物センターのバルスボルド博士
の協力の下，非接触三次元デジタイザを用いて，タル
ボサウルスの頭骨のスキャンを行なった．そのままの
大きさと形状であると，レプリカの作製が困難である
ことから，仕上げの大きさを１０cm程度に縮小すると
ともに，上顎と下顎の隙間をはじめ，鼻孔や前眼窩
窓，眼窩などの穴を埋めて，３Dプリンタで出力をし
た．その模型から型取りを行なう際，仕上がり精度を
高めるために型は２つ割りではなく，注入式とした．
また，キャスト材として緩めの石膏を流し込み，硬化
時間を長めに取ることとした．このような過程を経
て，平成２４年７月から１１月まで「フィギュア作製体

験」を実施し，参加者数は９７２名であった（図３E）．
その後の冬季特別開催分を含めると１，１３８名に達し
た．前述したように，本体験の開催により，平成２４年
度の化石レプリカ作製体験の参加者は平成２３年度比で
１０６人減であったが，フィギュア作製体験も含めると
５，６４８人であったため，平成２４年度のレプリカ作製関
連の参加者数は平成２３年度比で１，０３２人増となった．
また，平成２４年度の開催日数は化石レプリカ作製体験
で１０４日間，フィギュア作製体験で４９日間であった．
化石発掘体験の参加者数が飽和状態にある一方で，
化石レプリカ作製体験の参加者は年々増加している
（図４B）．この要因は恐竜センターの入館者数の増
加というよりも，本体験を一般向けに開始して以来あ
まり年数が経過していないため，広報活動が途上段階
にある結果といえる．化石レプリカ作製体験の案内板
が恐竜センターの入場券売場に掲示されているが，そ
れを見た来館者が「化石がつくれるんだって」という
驚きの声を聞くことが頻繁にある．これもまた本体験
の広報活動が途上であることを示しているが，「化石
のレプリカをつくる」という非日常的な行為に興味を
もつ来館者が多いことも示している．今後は定期的な
レプリカの種類の更新でリピーターを確保するととも
に，非接触三次元デジタイザと３Dプリンタを活用し
た頭骨のミニチュアのような来館者の興味を惹く体験
も提供していきたい．
３）化石レプリカ発掘体験
化石レプリカ発掘体験は，モンゴルなどの砂漠での
発掘作業を体験する場を提供するとともに集中力の持
続が難しい子供たちに対して短時間でプログラムを提
供することを目的として考案したものである．本体験
は１８００mm x９００mmの木枠内に敷き詰めた砂を砂漠
と想定し，事前に埋めた化石のレプリカを刷毛やヘラ
を使って発掘するというものである（図３F）．ただ
し，このまま実施したのでは現地の地層に比べて軟ら
かすぎるため，レプリカを埋めた後，培出作業におい
て化石の補強材として用いるパラロイド（５％程度）
を砂に加えた．こうすることで，ヘラなどで掘り込ま
ないと，レプリカを発掘することができなくなり，よ
り実際に近い体験を行なうことができる．なお，使用
する砂の粒度が細かいと固結度が上がりすぎ，子供の
力ではレプリカを掘り起こすことができなくなるた
め，淘汰の悪い市販の河砂を用いることもポイントの
ひとつである．
本体験は第２回企画展「恐竜展２０１１」の会場内のイ
ベントとして実施し，発掘したレプリカを展示室の恐
竜と比較し，部位や恐竜の種類を同定する作業も含
め，一回１５分の設定で行なった．冒頭で砂漠と神流町
での化石の発掘方法や道具の相違点を説明し，砂場か
ら化石のレプリカを刷毛やヘラで発掘する方法を実演
した．本体験で発掘するのは石膏でつくられたレプリ
カではあるが，実際の化石は非常に脆いことを説明
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し，発掘する際は慎重に行なうよう促している．これ
を的確に行なわないと，参加者にとって本体験は化石
のレプリカを得る単純なゲームとなりかねないためで
ある．また，発掘後に骨格と比較するプロセスは考え
る力を養うことにつながり，有意義な体験にするため
には重要な行程と言える．
本体験は手軽に砂漠での発掘気分が味わえることに
加え，一般に集中力の持続が難しい若年層でも楽しめ
るために大変人気であった．平成２３年４月末から９月
上旬までに３，０４１人が体験した．期間終了後も再開の
声が多かったことから，平成２４年度にはフィギュア作
製体験と合わせて，石膏の硬化中に化石レプリカ発掘
体験に参加してもらう方法をとった．
本体験の指導員は体験中に砂漠での発掘について質
問を受けることも想定しなければならない．このこと
から，指導員には砂漠等における海外での発掘作業に
従事した経験がある者が適任と言える．平成２３年度と
２４年度は適任者が確保できたため，本体験を開催する
ことができた．しかし，そのような経験をもつ者は限
られており，十分な指導員を確保することは難しいた
め，現在では本体験の定期的な開催は休止している．
一方で，現在でも来館者からは再開を要望する声が多
く聞かれるため，指導員の確保または進行方法の改善
については今後も検討していきたい．
４）各体験プログラム参加者の年齢層の相違
恐竜センターの来館者，特に体験プログラムを開催
している土日祝日は，家族で来館する方が多く見受け
られる．しかし，経験的に各種体験プログラムの参加
者の年齢層には相違があると感じてきた．ここでは，
前章で紹介した３種類の体験について，その参加者を
年齢別に比較した．対象は少なくとも２種類の体験を
定期的に開催していた平成２２年度，２３年度，２４年度の
３年間とした（図４C，E，F）．平成２３年度は３体験
を同時に開催していた４月３０日から９月２日について
も比較する（図４D）．なお，３体験の基本的な参加
条件（年齢制限や参加方法など）や広報手段は前章で
述べたとおりである．また，化石発掘体験と化石レプ
リカ作製体験はその目的に重点を置いたものであり，
その対象者を見据えて設定した体験ではない．一方
で，化石レプリカ発掘体験はその目的に加え，期待す
る対象者を見据えたものであり，その成り立ちは他の
２つと異なる．
体験毎に比較すると，化石発掘体験は６－１０歳
（３７．８％以上）と３６－４５歳の割合（２３．９％以上）に
ピークが認められた．また，３６－４０歳の割合（１２．６％
以上）が３－５歳のもの（１１．９％以下）よりも高く，
これは他の体験には見られない特徴である．このこと
は本体験が子供だけではなく，それに同行する親の世
代にも魅力的な体験と捉えられ，親子で参加する割合
が高いためなのかもしれない．一方，化石レプリカ作
製体験は６－１０歳の割合が５５．７％以上を占め，３－１０

歳の割合では７４．９％以上に達した．化石発掘体験と同
様に３６－４５歳にもピークがみられるが，９．７％以下と
低い．これは興味をもち子供と一緒に体験に参加する
親がいる一方で，複製品の作製にはあまり魅力を感じ
ず，子供の付き添いとして参加する親が多いためなの
かもしれない．平成２３年度の化石レプリカ発掘体験で
は，３－１０歳の割合が８７．３％と参加者の大半を占めて
おり，同期間の化石発掘体験の３－１０歳の割合が
５２．４％であることに比べて，約３５％も高い数値であ
る．このことから，若年層が楽しめる内容という本体
験の目的のひとつが達成できたと思われる．しかし，
化石レプリカ発掘体験の開催期間における，化石発掘
体験の３－１０歳の割合が他の時期と比較して，特に低
い傾向は認められないことから，若年層の参加者は化
石レプリカ発掘体験だけで満足するのではなく，付加
的要素をして本体験を楽しんだと考えられる．
次に平成２２年度と２４年度の化石発掘体験の参加者の
年齢層を比較すると，３－１０歳が４７．９％から５３．９％へ
と増加し，その親に当たると思われる３６－４５歳が
２６．９％から２３．９％へと減少した．参加者数で比較する
と，平成２４年度は平成２２年度比で３－１０歳が６００人以
上増加しているにも関わらず，３６－４５歳はほぼ同数で
あった．これは年々，子供だけが参加する家族が増加
していることが伺える．しかし，統計データからは明
確な要因を推定することはできなかった．一方，化石
レプリカ作製体験について，年度毎で僅かな変動はあ
るが，ある一定の傾向は認められない．

４．化石産出露頭の保護
１）中里地区の化石含有層
冒頭で述べたように，神流町内には下部白亜系の山
中層群が露出し，１９世紀から地質学的及び古生物学的
研究がなされてきた（Harada，１８９０；Yokoyama，
１８９０）．そのため，本地域からの多様な化石の産出は
古くから知られていたが，近年，化石愛好家による書
籍が発行されたり，愛好家が同地域で採集した化石を
ブログ等で掲載したりしたことで，多くの人が容易に
その情報に触れられるようになった．しかし，それら
の多くには同地域内の化石産地のほとんどが私有地で
あることは明記されておらず，知らずに化石採集に訪
れた一般人と土地所有者との間でトラブルとなってい
る．一般的に私有地に立ち入り，化石を採集する場
合，その地権者から事前に了解を得るのが当然の流れ
だが，近年は地権者に無断で入るばかりか，倒木の危
険が及ぶまで根元を掘り込んだり，破壊した岩石を道
に散乱させたりといったマナー違反も横行しているら
しい（図５A）．地権者からこのような声を受けた恐
竜センターとしては，町内の化石産出地域において，
条例などによる化石採集の規制を検討しなくてはなら
ない状況にある．
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図５．神流町内の露頭．A．化石採集のために掘り込まれた木
の根元，B．割れ目に根が入り込み風化が進む足跡化石
（矢印は根の位置を示す），C．平成２０年度に行なわれ
た「瀬林の漣痕」の保護活動．

２）瀬林の漣痕
神流町内における重要な露頭として，「瀬林の漣
痕」と名付けられた壁面がある．この壁面は，昭和２８
年の国道２９９号線（当時は県道秩父・野沢線）の拡張
工事後の崩壊により露出した．広範囲に漣痕が保存さ
れた露頭は希少であることから，昭和３３年には群馬大
学のグループにより詳細な調査が行なわれた（新井ほ
か，１９５８）．昭和４０年，「瀬林の漣痕」として群馬県の
天然記念物に指定された．同露頭の道路面から約６m
上部に見られる窪みは，昭和３３年の調査では“奇妙な
穴”と記載されるに留まったが，昭和６０年にその穴
と，露頭面の左下から右上へとみられる漣痕を乱す痕
跡が恐竜の足跡化石であることが日本で初めて発表さ
れた（Matsukawa and Obata，１９８５）．露出から６０年
以上が経過した現在，「瀬林の漣痕」の壁面は風化が
進行し，足跡化石の凹みとその層理面との境界は徐々
に丸みを帯び，割れ目には植生が繁茂している（図５
B）．また，露頭の西側にはその断面がみられ（図５C
では左側の断面を指す），小さな岩片が露頭から遊離
していることが確認できる．
このような状況に対して，恐竜センターは平成２０年
度に群馬県の協力を得て，「瀬林の漣痕」の保護活動
を行なった（図５C）．内容は，繁茂する植生を除去
し割れ目に除草剤を注入することと，壁面には細かな
割れ目の拡大防止策として化石の培出作業で用いるパ
ラロイドを塗布し補強した．しかし，野外の露頭に対
して本活動も十分とは言えず，翌年には再び植生が繁
茂する結果となった．パラロイドは現在のところ新た
に大きな割れ目が出現しないため一定の効果があると
思われるが，その持続性は必ずしも長くはないと考え
られるので定期的な塗布が必要になるのかもしれな
い．世界的にも足跡化石の保護は大きな課題のひとつ
とされており，現地での保存に限定すると，１）屋根

を設置，２）除草とパラロイド塗布を毎年実施などが
挙げられる．しかし，１）については景観を損ねるこ
と，２）は継続的な予算確保が必要になることが課題
として挙げられる．幸いにも「瀬林の漣痕」の主要な
岩体には大きな割れ目は認められないが，西側に突き
出た部分（図５Cでは左側の部分）には大小の割れ目
があるため経過を注視することが必要である．この壁
面が薄い頁岩層に沿った崩壊により露出したことを考
慮すると（新井ほか，１９５８），現在ではモルタルに覆
われており確認できないが，同様な頁岩層が「瀬林の
漣痕」を構成する砂岩層の下位にある場合，将来的に
は本露頭自体が崩壊する可能性もある．そのため，本
露頭周辺で大規模な工事を行なう際は，深刻な事態に
陥ることのないように十分に考慮するべきである．ま
た，本露頭のより効果的な保護の方法について，今後
も検討していく必要がある．

５．恐竜センターと町民との関わり
近年，地方の博物館やその相当施設が教育委員会の
管轄から離れ，観光を担う課に移管されるという動き
が少なからず見受けられる．この流れは博物館及びそ
の相当施設が社会教育だけでなく，その地域に集客さ
せる観光施設としての役割を担い，地域に還元するこ
とを求められた結果と言えるであろう．
１）雇用の場として
平成１５年４月，中里村と万場町が合併して誕生した
神流町の人口は約３，０００人であったが，平成２５年１１月
現在では２，２６０人（うち１５歳未満９２人，１５～６４歳９６０
人，６５歳以上１，２０８人）で，高齢比率が５３．４５％に達し
ている．町内の雇用の場をみると，自営業を除き，町
役場や土木業，林業が大部分を占め，商業が僅かにあ
る程度で，その雇用先は多くない．これが若者流出の
原因とされている．また，神流町特有の職種がないこ
とは，求職による Iターンを難しくする原因のひとつ
となっている．
恐竜センターでは平成２１年度以降，展示資料の更新
や新規事業の設立などの積極的な活動を続けている．
その結果として，PR活動員や解説員，恐竜模型開発
員，土産品開発研究員などの職種を新たに創出するこ
とができた．恐竜センターの非常勤職員を除いた職員
数をみると，平成２１年度は１０名で，正職員２名を除く
と，全員が町内出身者であった（ここでいう町内出身
者とは就職のために Iターンをしたものを除く全ての
ものを指す）．平成２２年度から，町外への広報強化の
ために PR活動員２名と，展示解説を行なう解説員２
名の雇用を開始すると，非常勤職員を除いた職員数は
１４名へと増加し，新規雇用者４名のうち３名が Iター
ンであった（PR活動員と解説員は１年契約で同職と
しては継続不可のため，その構成員は年度毎で入れ替
わるが，別職として恐竜センターで再雇用したものや
町内で再就職したものもいる）．平成２５年度には，オ
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図６．A．恐竜模型製作の様子，B．中里中学校３年生を対象
とした地層観察会，C．「恐竜王国秋祭り in 恐竜セン
ター」のフィギュアとイラスト展示．

リジナル恐竜フィギュアの開発を目的として恐竜模型
開発員を３名（図６A），加工品の開発を目的として
土産品開発研究員を１名雇用し，うち３名が Iターン
であった．結果として，平成２５年度の非常勤職員を除
いた職員数は１８名で，そのうち町内出身者が１１名，I
ターンが７名である．これにパート職員等も加える
と，恐竜センターは約３０名の雇用の場を創出してい
る．神流町において，３０名もの職員を雇用する施設は
限られており，恐竜センターは重要な雇用の場を担っ
ていると言えるであろう．

２）教育の場として
市町村が主体となる博物館及びその相当施設と教育
機関との連携は，地域の子供たちに自らの郷土を知っ
てもらうだけでなく，町外でそれを誇りとして語るこ
とができたり，将来の職のひとつとして考えるきっか
けとなったりする．これまで，恐竜センターでは保育
所のお泊まり保育や中学校の職場体験などの受け入れ
を行なってはきたが，その連携頻度は高くなかった．
近年，町内教育機関に対して，恐竜センターで提供可
能な教育プログラムを提案している．その成果とし
て，恐竜センター職員が小中学校で講演を行なった
り，中学３年生を対象として化石発掘と地層の観察方
法の現地実習を行なったりした（図６B）．その他に
も学年に合わせた教育プログラムの開発を町内教育機
関と連携して構築する動きもある．また，昨年度から
恐竜センターで１０年ぶりに開催した「恐竜王国秋祭
り」への協力を呼びかけ，町内の保育園児と小中学生
が描いた恐竜センターのマスコットキャラクター・サ
ウルスくんをはじめ，神流町から発見された恐竜など
のイラストを会場に展示した．こうすることで，秋祭
り当日に親子で来館する機会を設け，町内の子供たち
にとって，恐竜センターがより身近な存在であるため
の試みが行なわれている．

一方で，恐竜センターは町内だけでなく町外にも目
を向けて，教育普及活動を行なっている．具体的に
は，恐竜センターの学芸員が町外の施設で開催する講
演会や，PR活動員が町外で化石資料の展示や化石レ
プリカ作製体験を開催する出張 PRイベントがそれに
当たる．このような町外イベントに参加した職員は恐
竜センターおよび神流町の客観的な評価を得ることが
でき，町内の子供たちに自らの郷土について伝える際
の助けとなる．町内外の教育機関との連携はまだ始
まったばかりであるが，今後もお互いに協議し，子供
たちへのより良い教育へとつながるように努めていき
たいと考えている．
３）活力発揚の場として
恐竜センターは別名，地域活性化施設と呼ばれ，博
物館相当施設としては珍しい事業を行なってきた．そ
の例として，オリジナルの恐竜のぬいぐるみを製作す
る団体として施設内で活動する「愛竜工房」が挙げら
れる．この工房は，地元の女性を中心に立ち上げたも
ので，当初の会員は旧中里村民で２０人以上もおり，恐
竜センターに講師を招き，ぬいぐるみの製作を行なっ
ていた．しかし，実際に製作を行う会員は平成２４年度
で４名に，平成２５年度で２名にまで減少している．こ
の原因は，会員の高齢化とともに世代交代がうまく進
まなかったためと考えられる．平成２５年度，恐竜セン
ターでは万場地区の人にも声を掛け，立ち上げ時の活
力を取り戻す努力が行なわれている．
恐竜センターを舞台とした行事として，昭和６３年度
から開催されてきた「恐竜王国春祭り」と平成２年度
から開催されてきた「恐竜王国秋祭り」があった．と
もに村民が出店し，多くの来町者を呼び込むためのも
のであった．そこでは化石が含まれる岩石を露頭から
恐竜センターへと運搬して化石発掘体験を実施してい
た．合併後，「恐竜王国春祭り」は廃止となり，「恐竜
王国秋祭り」は万場地区の文化発表会や出展者も受け
入れるために，より広い室内空間が確保できる中里中
学校へとその舞台が移された．その結果，本祭の最大
の特徴であった恐竜は影を潜めてしまい，同時に駐車
場不足も発生したため町外には広報を行なわず，町民
のみを対象とした祭りとなった．平成２４年度，「恐竜
王国秋祭り in 恐竜センター」を中里中学校での「恐
竜王国秋祭り」と同時開催した．前者が後者と異なる
点は，来町者が対象であることと恐竜をテーマとして
いることであり，合併以前の「恐竜王国秋祭り」の再
現といえる．「恐竜王国秋祭り in 恐竜センター」で
は，恐竜のフィギュアやイラストの募集を行ない，そ
の展示会を行なった．それには町内の保育所や小学校
も協力した．初回開催にも関わらず，１２点のフィギュ
アと１６４点のイラストが集まった（図６C）．また，恐
竜センターの敷地内には，恐竜センターでの秋祭りを
待ち望んでいた町内６団体と，化石や恐竜関連の商品
を扱う町外４団体が出展した．本祭には多くの町民が
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訪れ，恐竜センターが町民の活力を発揮する舞台とな
ることを感じるものであった．平成２５年度にも「恐竜
王国秋祭り」は２カ所で開催され，そこには着ぐるみ
となったサウルスくんも登場し，盛り上がりを見せた．
恐竜センターという，資料展示室をはじめ，売店や
食堂，農林産物処理加工施設，キャンプ場，土産品開
発などを複合的に運営する施設は，その運営方法次第
で多くの可能性をもつと言える．神流町が高齢者増と
人口減の課題に直面している現在，この魅力ある施設
を活かして，より多くの人が集まるような職場にする
ことこそ，恐竜センターが担う使命であるといえる．
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